
東京オリンピック1964と

開室日時：月曜日～金曜日　9 : 10～17 : 00
 土曜日 9 : 10～12 : 00
 ※時間変更をする場合があります。詳細はホームページをご覧ください。

閉　　室：日曜・祝日・年末年始　※学校行事等で閉室する場合があります。
入 室 料：無料
交通案内：東武東上線「池袋」駅より急行42分、
　　　　　「若葉」駅下車徒歩３分

2019年3月11日（月）～2020年3月初旬 女子栄養大学
香川昇三・綾記念展示室
埼玉県坂戸市千代田3-9-21
坂戸キャンパス４号館(図書館棟)２階
☎049-284-3489
ホームページ http://www.eiyo.ac.jp

女子栄養大学香川昇三・綾記念展示室
第19回企画展示

香川栄養学園
2年連続の東京オリンピック1964関連企画です。
【『栄養と料理』に見る野菜の栽培と食べ方の変遷】、
【オリンピック史料に見る代々木選手村の食と暮らし】の
2つに分けて、学園資料の中から取り上げました。
オリンピック前後の『栄養と料理』から見えてくるのは、
衛生管理された清浄野菜の栽培の啓発、
生野菜のサラダが日常の食卓に取り入れられる等の変化です。
日本人の食と暮らしに及ぼした影響は大きなものでした。
本学園には、選手村女子食堂等のサービス要員として
東京オリンピック1964に協力した歴史がありますが、
卒業生から寄贈された当時の制服や記念の品も展示してあります。
また、期間中、各国の選手や関係者が暮らした、
代々木選手村の概要に加えて、
選手村食堂の運営や選手村食堂の
メニューの一端についても紹介します。

各自に配布された食堂サービス手帖。

ユニフォームを絵入りで紹介。

『栄養と料理』1959年4月号
特集「西洋野菜百科」。

60年2月号「生野菜の盛り合わ
せ」。大胆な盛りつけ。

63年3月号「清浄野菜」企画。モ
デルケース2箇所をカメラルポ。

63年5月号「野菜いっぱいの料
理」。2ページでサラダ1品を紹介。

プレスハウス食堂サービス
要員の制服（ベスト）と記念
手ぬぐい。

女
子
食
堂
サ
ー
ビ
ス
要
員
の
制
服
。

▲常設展示

第二弾

女子食堂。左端のスタッ
フは食堂長。

エチオピアのマラソン選
手アベベ。

男子食堂の受付で食券
を渡す選手。

セルフサービスで。


